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問
　
大
髙
議
員

①
未
成
年
者
へ
の
禁
煙
対
策
の
状
況
は
。

②
今
ま
で
禁
煙
講
習
会
な
ど
開
催
し
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
ん
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

③
町
関
連
の
建
物
や
敷
地
内
で
の
禁
煙

は
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
調

査
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答
　
町
長

①
令
和
５
年
度
に
深
浦
・
修
道
小
学
校

の
４
年
生
と
い
わ
さ
き
小
学
校
の
６

年
生
を
対
象
に
、
喫
煙
予
防
教
室
を

開
催
し
た
。
高
校
生
に
は
、
今
年
度

か
ら
喫
煙
予
防
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

送
る
予
定
。

②
現
在
、
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
た

講
習
会
は
開
催
し
て
い
な
い
が
、
妊

婦
面
談
や
特
定
保
健
指
導
で
喫
煙
防

止
を
呼
び
か
け
て
い
る
ほ
か
、
毎
年

５
月
を
町
独
自
の
「
た
ば
こ
対
策
強

化
月
間
」
と
し
、
広
報
で
禁
煙
普
及

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

は
、
健
診
会
場
や
妊
産
婦
の
各
種
手

続
き
の
際
や
、
禁
煙
外
来
治
療
費
助

成
の
Ｐ
Ｒ
等
で
、
喫
煙
防
止
、
禁
煙

支
援
を
進
め
て
い
く
。

③
敷
地
内
で
の
禁
煙
は
守
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
い
る
。
調
査
を
行
っ
た

こ
と
は
な
い
。

町
職
員
の
勤
務
時
間

午
前
午
後
に
休
憩
時
間

を
設
定
す
べ
き
で
は

『
現
状
の
取
扱
い
を
変
更

す
る
考
え
は
な
い
』

問
　
大
髙
議
員

　

午
前
午
後
そ
れ
ぞ
れ
４
時
間
近
く
勤

務
す
る
の
は
大
変
だ
と
思
う
の
で
、
午

前
15
分
、
午
後
15
分
の
休
憩
時
間
を
設

定
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
町
長

　

仮
に
、
１
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
を

現
状
と
同
等
に
確
保
し
つ
つ
、
勤
務
義

務
を
課
さ
な
い
休
憩
時
間
を
新
た
に
設

け
る
と
し
た
場
合
、
そ
の
分
、
始
業
時

間
を
早
め
た
り
、
終
業
時
間
を
遅
ら
せ

る
対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
状
の
取
扱
い
を
変
更
す
る
考
え
は
な

い
。

わが町のここが聞きたい

建物や敷地内の禁煙は
　　　　守られているのか

禁煙対策

問
守られているものと考えている答

質問者の動画が
視聴できます。

大髙　恒藏 議員
おおたか ぞうつね

モヤモヤした気持ち
敷地内禁煙調査を
やるべき

つぶやきつぶやき
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大
規
模
災
害
時
の
対
応

各
地
区
に
備
蓄
し
て
い

る
も
の
は

『
非
常
食
と
飲
料
水
を

基
本
に
備
蓄
し
て
い
る
』

問
　
大
髙
議
員

①
各
地
区
に
備
蓄
し
て
い
る
も
の
は
。

②
女
性
用
や
妊
婦
用
、
乳
児
用
の
備
蓄

は
あ
る
の
か
。

③
孤
立
集
落
の
発
生
を
想
定
し
て
、
人

員
・
物
資
の
輸
送
手
段
と
し
て
の
船

舶
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
町
長

①
現
在
、
１
か
所
当
た
り
、
非
常
食
を

48
食
分
、
飲
料
水
（
２
リ
ッ
ト
ル
）

６
本
を
基
本
に
備
蓄
し
て
い
る
ほ

か
、
役
場
本
庁
舎
、
岩
崎
支
所
、
町

民
体
育
館
、
北
金
ヶ
沢
防
災
セ
ン
タ

ー
に
、 

そ
れ
ぞ
れ
３
８
０
食
分
の

非
常
食
と
、
２
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
飲

用
水
50
本
前
後
を
備
蓄
し
て
い
る
。 

ま
た
、
町
内
の
日
用
品
小
売
店
と
協

定
を
し
て
、
飲
料
水
や
食
料
品
が
迅

速
に
供
給
し
て
も
ら
え
る
態
勢
を
整

え
て
い
る
。

②
女
性
用
生
理
用
品
や
乳
幼
児
・
高
齢

者
用
お
む
つ
な
ど
が
あ
る
。
町
民
体

育
館
、
岩
崎
支
所
、
北
金
ヶ
沢
防
災

セ
ン
タ
ー
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
量
備

蓄
し
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
推
進
課

で
は
、
液
体
ミ
ル
ク
や
使
い
捨
て
哺

乳
瓶
を
備
蓄
し
て
い
る
。

わが町のここが聞きたい

能
登
半
島
地
震
へ
の
お
見
舞
い

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
被
災
地
で
の
救
助
活
動
・
復
旧
作
業
に
従
事
さ
れ

て
い
る
方
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

発
生
か
ら
半
年
が
経
過
し
、
街
で
は
、
道
路
の
復
旧
が

進
み
、
お
店
も
徐
々
に
営
業
を
再
開
し
は
じ
め
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
、
が
れ
き
が
撤
去
さ
れ
て
い
な
い
地
域

や
、
未
だ
に
断
水
が
続
い
て
い
る
地
域
な
ど
、
ま
だ
多
く

の
震
災
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
そ
し
て
被
災
さ
れ
た
皆
様

の
生
活
が
一
日
も
早
く
平
穏
に
復
す
る
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
議
員
一
人
当
た
り
５
千
円
（
６
万
円
）
を

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
の
災
害
義
援
金
口
座
へ
送
金
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
災
害
を
教
訓
と
し
、
町
民
の
皆
様
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

深
浦
町
議
会
議
員
一
同

③
町
内
の
土
木
事
業
者
の
復
旧
作
業
や

消
防
力
等
で
対
応
で
き
な
い
場
合
、

自
衛
隊
派
遣
や
県
内
市
町
村
か
ら
の

支
援
、
国
土
交
通
省
が
所
有
す
る
各

種
車
両
、
船
舶
の
導
入
と
い
っ
た
支

援
を
躊
躇
せ
ず
に
要
請
す
る
。
孤
立

集
落
で
必
要
と
す
る
支
援
内
容
を
的

確
に
把
握
し
、
国
や
県
、
関
係
機
関

と
も
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
状
況
に

応
じ
た
対
応
策
を
検
討
す
る
中
で
、

船
舶
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
人

員
・
物
資
の
輸
送
を
含
め
、
住
民
の

生
命
や
財
産
を
守
る
任
務
を
遂
行
す

る
。


